
六
朝
詩
に
お
け
る
「
思
旧
賦
」

“Sijiu Fu

（思
旧
賦

）” in Poetry under the Six D
ynasties

河　
　

野　
　

哲　
　

宏

要　
　
　

旨

詩
に
詠
わ
れ
る
楽
器
と
し
て
代
表
的
な
も
の
は
、
琴
・
箏
・
琵
琶
な
ど
の
絃
楽
器
だ
が
、
笛
・
簫
な
ど
の
管
楽
器
も
少
な
く
な
い
。
先
行
研
究
で

は
、
詩
に
描
か
れ
る
楽
器
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
絃
楽
器
で
あ
り
、
管
楽
器
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
研
究
が
進
ん
で
い
る
と
は
言
え
な

い
。
絃
楽
器
が
注
目
さ
れ
る
理
由
と
し
て
、
琴
を
例
に
と
れ
ば
、
古
来
、
君
子
が
好
む
楽
器
と
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
著
名
な
事
象
・
人
物
と
の
関

わ
り
が
多
か
っ
た
た
め
だ
が
、
笛
に
関
わ
る
典
故
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
に
、
向
秀
「
思
旧
賦
」
が
あ
る
。

本
稿
は
、
先
行
研
究
で
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
詩
に
描
か
れ
た
笛
」
に
目
を
向
け
、
そ
の
中
で
も
、
魏
晋
の
際
を
生
き
た
「
竹
林

七
賢
」
の
一
人
、
向
秀
「
思
旧
賦
」
に
端
を
発
す
る
典
故
が
、
詩
に
い
か
に
描
か
れ
る
の
か
に
注
目
す
る
。

六
朝
期
の
「
思
旧
賦
」
詩
を
見
れ
ば
、
す
で
に
六
朝
期
の
作
品
に
お
い
て
、「
思
旧
賦
」
を
典
故
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
、
確
立
し
て
い
た
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
表
現
は
、
顔
延
之
「
五
君
詠
」「
向
常
侍
」
の
表
現
「
山
陽
賦
」
を
規
範
と
し
た
「
山
陽
」
型
が
多
勢
を
占
め
、
そ
の

理
由
は
、「
五
君
詠
」
が
後
代
の
詩
人
に
「
竹
林
七
賢
」
を
詠
う
際
の
規
範
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
ま
た
、「
五
君
詠
」

の
普
及
・
規
範
化
に
は
、
当
時
の
選
集
編
纂
が
大
き
く
影
響
し
た
と
推
測
で
き
る
。
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は
じ
め
に

詩
に
楽
器
を
詠
い
込
み
、
更
な
る
情
感
を
加
え
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
形
だ
が
、
と
り
わ
け
唐
代
に
お
い
て
流
行
し
た
。

詠
わ
れ
る
楽
器
と
し
て
代
表
的
な
も
の
は
、
琴
・
箏
・
琵
琶
な
ど
の
絃
楽
器
だ
が
、
笛
・
簫
な
ど
の
管
楽
器
も
少
な
く
な
い
。
先
行
研

究
で
は
、
詩
に
描
か
れ
る
楽
器
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
絃
楽
器
で
あ
り
、
管
楽
器
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
研
究
が
進
ん
で

い
る
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
絃
楽
器
が
注
目
さ
れ
る
理
由
と
し
て
、
琴
を
例
に
と
れ
ば
、
古
来
、
君
子
が
好
む
楽
器

と
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
著
名
な
事
象
・
人
物
と
の
関
わ
り
が
多
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
笛
に
関
わ
る
典
故
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
に
、
向
秀
「
思
旧
賦
」
が
あ
る
。

本
稿
は
、
先
行
研
究
で
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
詩
に
描
か
れ
た
笛
」
に
目
を
向
け
、
そ
の
中
で
も
、
魏
晋
の
際
を
生

き
た
「
竹
林
七
賢
」
の
一
人
、
向
秀
「
思
旧
賦
」
に
端
を
発
す
る
典
故
が
、
詩
に
い
か
に
描
か
れ
る
の
か
に
注
目
す
る
。

向
秀
「
思
旧
賦
」
は
、
同
じ
く
「
竹
林
七
賢
」
の
一
人
で
あ
る
嵆
康
を
悼
ん
だ
賦
で
あ
る
。
制
作
動
機
は
、「
思
旧
賦
」
序
に
次
の

よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

思
旧
賦
、
向
秀
、
笛
、
六
朝
、
詩
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余
與
嵇
康
呂
安
居
止
接
近
，
其
人
並
有
不
羈
之
才
。
然
嵇
志
遠
而
疏
，
呂
心
曠
而
放
，
其
後
各
以
事
見
法
。
嵇
博
綜
技
藝
，
於
絲

竹
特
妙
。
臨
當
就
命
，
顧
視
日
影
，
索
琴
而
彈
之
。
余
逝
將
西
邁
，
經
其
舊
廬
。
于
時
日
薄
虞
淵
，
寒
冰
淒
然
。
鄰
人
有
吹
笛
者
，

發
聲
寥
亮
。
追
思
曩
昔
遊
宴
之
好
，
感
音
而
歎
，
故
作
賦
云）

1
（

か
つ
て
私
は
嵆
康
・
呂
安
と
住
居
が
近
く
、
彼
ら
に
は
と
も
に
何
物
に
も
捉
わ
れ
な
い
素
晴
ら
し
い
才
能
が
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、

嵆
康
の
志
は
高
遠
で
は
あ
る
が
ま
ば
ら
で
あ
り
、
呂
安
の
心
は
広
大
で
は
あ
る
が
気
ま
ま
で
あ
り
、
そ
の
後
、
各
々
あ
る
出
来
事

に
よ
っ
て
処
刑
さ
れ
た
。
嵆
康
は
幅
広
い
技
術
や
芸
術
を
修
め
、
音
楽
に
お
い
て
と
り
わ
け
秀
で
て
い
た
。
ま
さ
に
処
刑
さ
れ
る

と
い
う
時
に
及
ん
で
、
振
り
返
っ
て
自
分
の
影
に
目
を
や
り
、
琴
を
求
め
て
そ
れ
を
つ
ま
弾
い
た
。（
そ
の
後
）
私
が
西
へ
行
こ
う

と
し
た
際
、
嵆
康
の
旧
宅
の
近
く
を
通
っ
た
。
日
は
暮
れ
寒
さ
が
身
に
し
み
る
。
嵆
康
の
旧
宅
の
隣
人
に
笛
を
吹
く
者
が
い
て
、

そ
の
音
色
は
透
き
通
っ
て
遠
く
ま
で
聞
こ
え
る
。
昔
、
と
も
に
遊
ん
だ
付
き
合
い
に
思
い
を
馳
せ
、
そ
の
笛
の
音
色
に
心
を
動
か

さ
れ
悲
嘆
に
く
れ
る
。
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
賦
を
作
っ
た

右
の
記
述
に
見
ら
れ
る
通
り
、「
思
旧
賦
」
は
「
今
は
亡
き
友
人
を
悼
む
」
と
い
う
構
造
が
明
確
で
あ
り
、
こ
の
構
造
は
、「
思
旧
賦
」

を
典
故
と
し
て
用
い
た
唐
代
の
詩
に
散
見
さ
れ
る
。

「
思
旧
賦
」
が
書
か
れ
た
西
晋
か
ら
唐
ま
で
の
間
に
、「
思
旧
賦
」
は
典
故
と
し
て
、
詩
へ
と
そ
の
場
を
広
げ
た
。
し
か
し
、
典
故
と

し
て
の
「
思
旧
賦
」
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

以
下
、
本
稿
は
、
向
秀
「
思
旧
賦
」
が
典
故
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
六
朝
期
の
詩）

2
（

を
対
象
と
し
、「
思
旧
賦
」

六朝詩における「思旧賦」
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の
用
い
ら
れ
方
、
そ
の
表
現
な
ど
を
考
察
す
る
。

ま
ず
、
第
一
章
で
は
、
六
朝
詩
に
お
け
る
「
思
旧
賦
」
を
典
故
と
し
て
用
い
た
作
品
が
、
ど
の
よ
う
な
文
脈
・
意
味
で
「
思
旧
賦
」

を
用
い
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
。
次
に
、
第
二
章
に
て
、
そ
の
表
現
の
特
徴
に
目
を
向
け
た
い）

3
（

。

第
一
章　
「
思
旧
賦
」
が
担
う
意
味

本
章
で
は
、
六
朝
期
に
お
け
る
「
思
旧
賦
」
に
基
づ
い
た
典
故
を
用
い
た
作
品
（
以
下
で
は
「
思
旧
賦
」
詩
と
称
す
）
に
お
い
て
「
思
旧
賦
」

が
担
う
意
味
を
確
認
す
る
。

ま
ず
、
典
故
と
し
て
引
か
れ
る
「
思
旧
賦
」
の
内
容
を
確
認
し
て
お
く
。

將
命
適
於
遠
京
兮
，
遂
旋
反
而
北
徂
。

濟
黃
河
以
汎
舟
兮
，
經
山
陽
之
舊
居
。

瞻
曠
野
之
蕭
條
兮
，
息
余
駕
乎
城
隅
。

踐
二
子
之
遺
跡
兮
，
歷
窮
巷
之
空
廬
。

歎
黍
離
之
愍
周
兮
，
悲
麥
秀
於
殷
墟
。

惟
古
昔
以
懷
今
兮
，
心
徘
徊
以
躊
躇
。

棟
宇
存
而
弗
毀
兮
，
形
神
逝
其
焉
如
。
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昔
李
斯
之
受
罪
兮
，
歎
黃
犬
而
長
吟
。

悼
嵇
生
之
永
辭
兮
，
顧
日
影
而
彈
琴
。

託
運
遇
於
領
會
兮
，
寄
餘
命
於
寸
陰
。

聽
鳴
笛
之
慷
慨
兮
，
妙
聲
絕
而
復
尋
。

停
駕
言
其
將
邁
兮
，
遂
援
翰
而
寫
心
）
4
（

。

朝
廷
の
命
を
受
け
て
遠
く
都
に
行
き
、
や
が
て
引
き
返
し
て
北
へ
向
か
っ
た
。

黄
河
を
渡
る
た
め
舟
を
浮
か
べ
、
山
陽
の
旧
居
を
過
っ
た
。

ひ
っ
そ
り
と
も
の
寂
し
い
広
野
を
眺
め
て
、
車
を
県
城
の
片
隅
に
停
め
た
。

嵆
康
・
呂
安
の
住
居
の
跡
を
訪
れ
よ
う
と
、
狭
く
人
気
の
な
い
廬
を
め
ぐ
っ
た
。

私
は
周
の
衰
亡
を
悼
む
「
黍
離
」
の
詩
の
よ
う
に
嘆
き
、
殷
の
都
の
廃
墟
を
哀
れ
む
「
麦
秀
」
の
詩
の
よ
う
に
悲
し
む
。

た
だ
共
に
い
た
当
時
を
思
い
出
し
て
懐
か
し
む
だ
け
で
、
心
は
落
ち
着
か
ず
お
ろ
お
ろ
し
て
し
ま
う
。

彼
ら
の
住
ん
だ
建
物
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
の
に
、
二
人
の
体
と
心
は
ど
こ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

昔
、
秦
の
李
斯
は
罪
を
受
け
た
際
、
黄
色
い
犬
を
牽
い
て
ま
た
故
郷
の
山
野
を
歩
き
た
い
と
嘆
い
た
。

嵆
康
は
こ
の
世
を
去
る
に
あ
た
り
、
影
を
振
り
返
っ
て
琴
を
つ
ま
弾
い
た
。

命
を
運
命
に
託
し
、
余
命
が
わ
ず
か
で
あ
る
こ
と
を
惜
し
ん
だ
の
だ
。

聞
こ
え
て
き
た
笛
の
音
に
二
人
の
慷
慨
の
念
を
聞
き
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
響
き
は
途
絶
え
て
は
ま
た
聞
こ
え
て
く
る
。

六朝詩における「思旧賦」
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こ
こ
か
ら
去
る
に
あ
た
っ
て
私
は
車
の
傍
ら
に
佇
み
、
つ
い
に
筆
を
と
っ
て
哀
悼
の
心
を
書
き
記
し
た
。

以
上
が
、「
思
旧
賦
」
の
全
文
で
あ
る
。「
思
旧
賦
」
は
嵆
康
・
呂
安
の
二
者
を
悼
ん
で
い
る
が
、
行
論
の
簡
略
化
の
た
め
、
嵆
康
を

悼
ま
れ
て
い
る
人
物
と
し
て
進
め
る
。

ま
ず
は
、
現
在
目
睹
し
得
る
最
古
の
「
思
旧
賦
」
詩
で
あ
る
、
詠
史
詩
と
し
て
向
秀
を
描
い
た
顔
延
之
（
三
八
四
―
四
五
六
）「
五
君
詠
」

「
向
常
侍
」
を
見
て
み
よ
う
。

「
五
君
詠
五
首
」「
向
常
侍
」　　
　

顔
延
之

向
秀
甘
淡
薄
，

深
心
託
毫
素
。

探
道
好
淵
玄
，

觀
書
鄙
章
句
。

交
呂
既
鴻
軒
，

攀
嵇
亦
鳳
舉
。

流
連
河
裏
遊
，

惻
愴
山
陽
賦
。
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向
秀
は
味
も
そ
っ
け
も
な
い
生
活
に
甘
ん
じ
て
い
た
が
、

奥
深
い
心
を
筆
と
紙
に
託
し
著
作
を
残
し
た
。

道
を
探
っ
て
は
物
事
の
奥
深
さ
を
好
み
、

書
物
を
読
ん
で
は
内
容
の
精
神
を
理
解
し
な
い
解
釈
を
卑
し
ん
だ
。

呂
安
と
交
わ
っ
て
鴻
の
よ
う
に
飛
び
上
が
っ
た
上
、

嵆
康
の
知
遇
を
得
て
こ
の
よ
う
な
高
み
に
上
っ
た
の
だ
。

彼
ら
と
い
つ
ま
で
も
河
で
遊
ん
で
帰
ら
な
か
っ
た
が
、

嵆
康
の
死
後
、
そ
の
交
遊
を
思
い
出
し
て
、
悲
し
み
悼
ん
で
は
「
思
旧
賦
」
を
作
っ
た
。

顔
延
之
が
「
五
君
詠
」
を
制
作
し
た
動
機
は
、『
宋
書
』「
顔
延
之
伝
」
の
記
載
に
よ
れ
ば
、「
地
方
へ
左
遷
さ
れ
永
嘉
太
守
と
な
っ

た
が
、
顔
延
之
は
こ
れ
に
対
し
て
非
常
に
憤
り
、
そ
こ
で
『
五
君
詠
』
を
作
っ
た
）
5
（

」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、「
五
君
詠
」
は
、「
竹
林
七
賢
」
の
七
人
の
う
ち
、
山
濤
・
王
戎
を
除
い
た
五
人
を
「
五
君
」
と
し
て
詠
っ
た
も
の
だ
が
、
顔

延
之
が
「
竹
林
七
賢
」
か
ら
「
五
君
詠
」
へ
と
い
う
操
作
を
行
っ
た
理
由
も
、『
宋
書
』
巻
七
十
三
「
顔
延
之
伝
」
の
記
載
に
よ
っ
て
、

「『
五
君
詠
』
を
作
り
『
竹
林
七
賢
』
の
こ
と
を
叙
述
し
た
が
、
山
濤
・
王
戎
は
高
位
に
昇
っ
た
た
め
退
け
ら
れ
た
）
6
（

」
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、『
宋
書
』
の
編
纂
者
で
あ
る
沈
約
は
、「
五
君
」
に
詠
わ
れ
た
句
を
、
顔
延
之
が
自
身
を
仮
託
し
て
い
る
と
す
る
が
、
向
秀
を

詠
っ
た
句
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い）

7
（

。
沈
約
の
見
方
に
従
え
ば
、
こ
の
詩
で
は
、
嵆
康
の
死
を
向
秀
が
悼
ん
だ
こ
と
を
述
べ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
、
顔
延
之
自
身
が
自
身
の
境
遇
を
詠
い
込
ん
だ
り
、
特
定
の
誰
か
を
悼
む
の
に
「
思
旧
賦
」
を
用
い
て
は
い
な
い
と
考
え

六朝詩における「思旧賦」
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ら
れ
る
。

こ
の
詩
以
前
に
「
思
旧
賦
」
に
言
及
し
た
詩
は
見
ら
れ
ず
、
ま
た
、
顔
延
之
以
前
に
「
竹
林
七
賢
」
に
関
す
る
典
故
を
用
い
た
作
品

は
、
以
下
の
三
例
し
か
見
ら
れ
な
い
。

苻
朗
（
？
―
三
九
〇
？
）「
臨
終
詩
」（
如
何
箕
山
夫
。
奄
焉
處
東
市
。
曠
此
百
年
期
。
遠
同
嵇
叔
子
。）

謝
霊
運
（
三
八
五
―
四
三
三
）「
道
路
憶
山
中
（
道
路
に
て
山
中
を
憶
ふ
）」（
悽
悽
明
月
吹
。
惻
惻
廣
陵
散
。）

范
曄
（
三
九
八
―
四
四
五
）「
臨
終
詩
」（
雖
無
嵇
生
琴
。
庶
同
夏
侯
色
。）

嵆
康
の
処
刑
時
の
様
子
に
言
及
し
た
二
作
品
（
苻
朗
・
范
曄
）
は
、
い
ず
れ
も
「
臨
終
詩
」
で
あ
り
、
処
刑
と
い
う
同
じ
状
況
に
陥
っ

た
際
の
理
想
的
な
姿
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
謝
霊
運
詩
の
「
広
陵
散
」
は
嵆
康
が
処
刑
に
臨
ん
で
つ
ま
弾
い
た
琴
曲
で
あ
り
、

嵆
康
の
死
を
含
意
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

以
上
の
三
作
品
か
ら
す
る
と
、「
竹
林
七
賢
」
を
典
故
と
し
て
詩
に
用
い
る
こ
と
は
、
嵆
康
を
対
象
と
し
て
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
向
秀
を
対
象
と
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
向
秀
の
作
品
で
あ
る
「
思
旧
賦
」
を
典
故
と
し
て
用
い
る
の
は
、
顔
延
之
「
五
君
詠
」「
向

常
侍
」
よ
り
先
に
遡
れ
な
い
。

以
下
、「
思
旧
賦
」
が
担
う
意
味
を
大
き
く
二
つ
に
分
け
、「
亡
き
友
人
を
悼
む
」
と
い
う
構
造
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
先
に
取

り
上
げ
、
そ
の
後
、
笛
の
音
の
素
晴
ら
し
さ
を
表
す
用
例
に
進
む
。
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第
一
節　
「
亡
き
友
人
を
悼
む
」

「
思
旧
賦
」
は
、
向
秀
が
亡
き
友
人
嵆
康
を
悼
ん
で
作
っ
た
と
い
う
性
質
上
、
亡
き
友
人
を
悼
む
と
い
う
構
造
が
明
確
で
あ
る
。
本

節
で
は
、
こ
の
構
造
を
用
い
て
、
亡
き
友
人
を
悼
む
と
い
う
意
味
で
、「
思
旧
賦
」
を
用
い
て
い
る
も
の
を
取
り
上
げ
る
。

「
傷
徐
主
簿
（
徐
主
簿
を
傷
む
）」　　
　

何
遜

客
簫
雖
有
樂
，

鄰
笛
遂
還
傷
。

提
琴
就
阮
籍
，

載
酒
覓
楊
雄
。

旅
人
の
吹
く
簫
は
楽
し
さ
が
あ
る
と
言
っ
て
も
、

隣
家
か
ら
聞
こ
え
る
笛
の
音
は
「
思
旧
賦
」
を
作
っ
た
向
秀
の
よ
う
に
痛
ま
し
く
感
じ
ら
れ
る
。

琴
を
提
げ
て
は
阮
籍
（
君
）
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、

酒
を
戴
い
て
は
揚
雄
（
君
）
を
探
し
求
め
る
が
、
君
は
も
う
い
な
い
の
だ
。

こ
の
詩
は
詩
題
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
何
遜
（
四
六
七
？
―
五
一
八
？
）
が
徐
主
簿
の
死
を
悼
ん
だ
作
品
で
あ
る
が
、
徐
主
簿
が
い
か

な
る
人
物
か
は
わ
か
ら
な
い
。

六朝詩における「思旧賦」
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一
、
二
句
目
は
、
向
秀
「
思
旧
賦
」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。「
思
旧
賦
」
は
、
向
秀
が
今
は
亡
き
友
人
で
あ
る
、
嵆
康
を
懐
か

し
ん
で
作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
自
身
を
向
秀
に
、
徐
主
簿
を
嵆
康
に
擬
え
て
友
人
へ
の
哀
惜
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

ま
た
、
三
、
四
句
目
で
は
、
琴
／
酒
、
阮
籍
／
揚
雄
と
い
う
対
立
を
立
て
「
竹
林
七
賢
」
の
一
人
、
阮
籍
に
言
及
し
て
い
る
。
琴
／

酒
は
、「
風
流
」
と
い
う
属
性
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
阮
籍
は
、
琴
を
好
ん
だ
人
物
で
あ
り
、
揚
雄
は
、「
酒
賦
」
を
著
し
て
い
る
。
こ

の
詩
は
、
詩
題
に
言
う
よ
う
に
友
人
を
傷
む
詩
で
あ
る
の
で
、
徐
主
簿
が
琴
／
酒
の
大
家
で
あ
る
阮
籍
／
揚
雄
と
親
し
く
交
わ
れ
る
ほ

ど
の
風
流
な
人
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

次
は
、
庾
信
（
五
一
三
―
五
八
一
）「
傷
王
司
徒
褒
（
王
司
徒
褒
を
傷
む
）」
の
末
尾
の
二
句
で
あ
る
。

唯
有
山
陽
笛
，

淒
余
思
舊
篇
。

山
陽
で
向
秀
が
聞
い
た
よ
う
に
笛
の
音
が
聞
こ
え
、

私
に
「
思
旧
賦
」
の
よ
う
な
悲
し
み
に
満
ち
た
作
品
を
作
ら
せ
る
。

こ
こ
で
は
、
王
褒
を
悼
む
自
身
を
、
嵆
康
を
悼
む
向
秀
に
擬
え
て
い
る
。
王
褒
は
、
梁
滅
亡
後
、
江
陵
か
ら
長
安
へ
連
行
さ
れ
北
周

に
仕
え
る
こ
と
と
な
る
。
庾
信
と
共
に
そ
の
文
才
を
称
え
ら
れ
た
人
物
で
あ
り
、
庾
信
に
と
っ
て
は
、
数
少
な
い
故
郷
を
共
に
す
る
友
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人
で
あ
る
。
こ
の
詩
で
は
「
山
陽
笛
」
と
と
も
に
「
思
舊
篇
」
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

次
は
、
友
人
の
死
を
悼
む
向
秀
の
位
置
に
、
友
人
で
あ
る
徐
陵
が
置
か
れ
、
作
者
・
庾
信
が
嵆
康
の
位
置
に
置
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
厳
密
に
は
「
亡
き
友
人
を
悼
む
」
と
い
う
構
造
を
用
い
て
は
い
な
い
が
、
友
人
（
庾
信
自
身
）
の
死
を
仮
構
し
て
、
行
動
を

促
す
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
亡
き
友
人
を
悼
む
」
と
い
う
構
造
を
念
頭
に
置
い
て
の
用
例
と
考
え
ら
れ
る
。

「
寄
徐
陵
（
徐
陵
に
寄
す
）」　　
　

庾
信

故
人
倘
思
我
，

及
此
平
生
時
。

莫
待
山
陽
路
，

空
聞
吹
笛
悲
。

我
が
友
よ
、
も
し
私
の
こ
と
を
思
っ
て
く
れ
る
な
ら
、

私
が
生
き
て
い
る
こ
の
時
に
思
っ
て
ほ
し
い
。

あ
の
「
思
旧
賦
」
に
あ
る
よ
う
に
山
陽
の
道
で
、

空
し
く
笛
の
音
を
聞
い
て
悲
し
む
の
を
待
た
な
い
で
く
れ
。

徐
陵
は
、
庾
信
と
と
も
に
、
梁
の
簡
文
帝
・
蕭
鋼
の
文
学
集
団
に
所
属
し
て
お
り
、
二
人
の
艶
麗
な
作
風
は
「
徐
庾
体
」
と
称
さ
れ

六朝詩における「思旧賦」
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た
。
こ
の
詩
は
、
徐
陵
が
使
者
と
し
て
陳
か
ら
北
周
に
来
た
際
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、「
思
旧
賦
」
は
、
自
身
が
死
ん
だ
後
に

悲
し
む
の
で
は
な
く
、
今
こ
の
時
に
南
に
帰
れ
る
よ
う
に
何
と
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。次

に
挙
げ
る
の
も
、「
友
人
を
悼
む
」
と
い
う
構
造
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

「
傷
章
公
大
將
軍
詩
）
8
（

（
章
公
大
將
軍
を
傷
む
詩
）」　　
　

何
胥

百
萬
橫
行
罷
，

三
千
白
日
新
。

短
簫
應
出
塞
，

長
笛
反
驚
鄰
。

槐
庭
慘
芳
樹
，

舞
閣
思
陽
春
。

所
悲
金
谷
妓
，

坐
望
玉
關
人
。

百
万
の
軍
勢
は
大
将
軍
の
号
令
で
思
う
が
ま
ま
の
行
動
を
や
め
、

世
界
に
新
た
な
太
陽
が
現
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。
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か
つ
て
は
短
簫
が
出
塞
に
応
じ
て
響
い
た
が
、

大
将
軍
亡
き
今
、
長
笛
が
響
い
て
は
隣
人
を
悲
し
ま
せ
る
。

槐
の
植
え
ら
れ
た
庭
は
損
な
わ
れ
、

昔
、
お
屋
敷
で
演
奏
さ
れ
た
「
陽
春
」
の
曲
が
懐
か
し
い
。

今
は
金
谷
園
で
舞
っ
た
よ
う
な
美
し
い
妓
女
は
も
う
お
ら
ず
、

座
っ
て
か
つ
て
玉
関
門
の
か
な
た
ま
で
遠
征
し
た
大
将
軍
が
見
え
な
い
か
目
を
遠
く
へ
や
る
。

何
胥
（
生
没
年
不
詳
）
は
、
南
朝
陳
の
人
で
あ
る
。
悼
ま
れ
る
章
公
が
い
か
な
る
人
物
か
は
わ
か
ら
な
い
。
章
公
が
音
楽
を
好
ん
だ

の
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
が
、
詩
全
体
に
お
い
て
音
楽
に
関
わ
る
事
物
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
の
一
つ
が
「
思
旧
賦
」
で
あ

り
、「
亡
き
友
人
を
悼
む
」
と
い
う
構
造
が
見
ら
れ
る
。

以
上
の
四
篇
は
、
す
べ
て
「
亡
き
友
人
を
悼
む
」
と
い
う
構
造
を
用
い
て
お
り
、
典
拠
で
あ
る
「
思
旧
賦
」
に
沿
っ
た
用
例
で
あ
る
。

第
二
節　
「
笛
の
音
の
素
晴
ら
し
さ
」

本
節
で
は
、「
思
旧
賦
」
に
見
ら
れ
る
「
亡
き
友
人
を
悼
む
」
と
い
う
構
造
を
用
い
て
い
な
い
も
の
を
取
り
上
げ
る
。

「
聽
百
舌
詩
（
百
舌
を
聽
く
詩
）」　　
　

劉
令
嫺

庭
樹
旦
新
晴
，

六朝詩における「思旧賦」
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臨
鏡
出
雕
楹
。

風
吹
桃
李
氣
，

過
傳
春
鳥
聲
。

淨
寫
山
陽
笛
，

全
作
洛
濱
笙
。

注
意
歡
留
聽
，

誤
令
粧
不
成
。

庭
の
木
々
は
朝
陽
に
照
ら
さ
れ
、

私
は
寝
室
を
出
て
鏡
に
向
か
う
。

吹
く
風
に
桃
の
花
が
咲
く
気
配
が
感
じ
ら
れ
、

春
を
告
げ
る
鳥
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

そ
の
鳴
き
声
は
向
秀
の
聞
い
た
隣
家
か
ら
の
笛
の
よ
う
で
も
あ
り
、

王
子
喬
の
吹
く
笙
の
音
の
よ
う
で
も
あ
る
。

は
っ
と
楽
し
げ
な
人
々
の
声
に
気
付
い
て
み
れ
ば
、

化
粧
を
す
る
の
も
忘
れ
て
百
舌
の
鳴
き
声
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
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劉
令
嫺
（
生
没
年
不
詳
）
は
、『
文
選
』
の
編
纂
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
劉
孝
綽
の
妹
で
あ
る
。

こ
の
詩
は
、
夫
で
あ
る
徐
悱
の
死
の
前
後
ど
ち
ら
の
時
期
の
作
か
詳
ら
か
に
し
な
い
。
夫
の
死
後
で
あ
れ
ば
、
夫
の
死
を
悼
む
方
向

で
捉
え
ら
れ
る
が
、
夫
の
死
の
前
で
あ
れ
ば
、
百
舌
の
鳴
き
声
の
素
晴
ら
し
さ
を
描
い
た
作
品
と
な
る
だ
ろ
う
。

五
句
目
に
「
思
旧
賦
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
対
句
と
な
る
六
句
目
に
は
、
王
子
喬
の
次
の
故
事
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

王
子
喬
と
は
、
周
の
靈
王
の
太
子
の
晋
の
こ
と
で
あ
る
。
笙
を
吹
く
の
を
好
み
、
鳳
凰
の
鳴
き
声
の
よ
う
だ
っ
た
。
伊
水
・
洛

水
周
辺
に
遊
び
、
道
士
・
浮
邱
公
を
連
れ
て
嵩
高
山
に
登
っ
て
し
ま
っ
た
。
三
十
数
年
後
に
、
王
子
喬
を
山
上
に
て
探
し
て
い
る

と
、
桓
良
と
い
う
者
が
現
れ
、
七
月
七
日
に
、
緱
氏
山
の
山
頂
で
私
を
待
つ
よ
う
家
族
に
伝
え
て
く
れ
と
伝
言
し
た
。
約
束
の
日

に
、
王
子
喬
は
鶴
に
乗
っ
て
山
の
頂
き
に
下
り
立
っ
た
。
そ
の
姿
は
見
え
る
が
そ
こ
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
王
子
喬
は
手

を
挙
げ
て
人
々
に
別
れ
を
告
げ
、
数
日
の
後
去
っ
て
い
っ
た）

9
（

。

夫
の
死
後
の
作
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
夫
の
死
を
王
子
喬
の
登
仙
に
擬
え
て
お
り
、
俗
界
に
留
ま
る
自
身
と
の
隔
た
り
を

描
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、「
思
旧
賦
」
と
と
も
に
、
百
舌
の
鳴
き
声
に
よ
っ
て
悲
し
み
が
こ
み
上
が
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

夫
の
死
の
前
の
作
と
す
れ
ば
、
百
舌
の
鳴
き
声
の
素
晴
ら
し
さ
を
描
い
て
お
り
、
そ
の
鳴
き
声
は
、
向
秀
の
聞
い
た
清
新
な
笛
の
音
、

王
子
喬
の
吹
く
鳳
凰
の
鳴
き
声
の
よ
う
な
笙
の
音
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
言
う
の
だ
ろ
う
。

詩
全
体
か
ら
受
け
る
印
象
か
ら
す
る
と
、
視
覚
よ
り
も
聴
覚
・
嗅
覚
に
よ
る
詩
作
で
あ
る
。
そ
し
て
末
尾
に
て
、「
化
粧
を
忘
れ
る
」

と
言
う
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
悲
し
み
を
詠
う
よ
り
も
、
百
舌
の
鳴
き
声
に
夢
中
に
な
る
姿
を
描
い
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る）
10
（

。
そ
の
場

六朝詩における「思旧賦」
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合
、「
思
旧
賦
」
の
「
亡
き
友
人
を
悼
む
」
と
い
う
構
造
は
用
い
て
い
な
い
が
、
音
に
関
わ
る
典
故
と
し
て
「
思
旧
賦
」
に
描
か
れ
る
「
笛

の
音
の
素
晴
ら
し
さ
」
が
認
識
さ
れ
て
い
た
点
は
読
み
取
れ
る
。

次
に
見
る
周
弘
讓
（
生
没
年
不
詳
）「
賦
得
長
笛
吐
清
氣
詩
（
賦
し
て
長
笛
吐
清
氣
を
得
る
詩
）」
は
賀
徹
（
生
没
年
不
詳
）
の
詩
と
同
題
で

あ
る
。
周
弘
讓
は
、
周
弘
正
（
四
九
六
―
五
七
四
）
の
弟
で
あ
り
、
賀
徹
は
、
南
朝
陳
の
至
徳
（
五
八
三
年
）、
隋
に
修
好
の
使
者
と
し
て

赴
い
て
い
る
の
で
、
と
も
に
同
時
期
の
人
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
二
作
は
、
同
座
に
て
競
作
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
題

下
注
に
「
詩
紀
云
。
魏
文
帝
善
哉
行
。
悲
絃
激
清
聲
。
長
笛
吐
清
氣
。」
と
あ
り
、
詩
題
の
「
長
笛
吐
清
氣
」
は
、
魏
文
帝
・
曹
丕
「
善

哉
行
」
か
ら
採
ら
れ
た
と
わ
か
る
。
曹
丕
「
善
哉
行
」
の
冒
頭
四
句
を
左
に
挙
げ
る
。

朝
日
樂
相
樂
，

酣
飲
不
知
醉
。

悲
弦
激
新
聲
，

長
笛
吹
清
氣
。

天
子
が
太
陽
を
祭
る
際
の
「
朝
日
楽
」
を
楽
し
み
な
が
ら
、

思
う
存
分
酒
を
飲
ん
で
も
ま
だ
ま
だ
酔
い
は
回
っ
て
こ
な
い
。

悲
し
げ
な
琴
の
音
は
新
し
い
曲
を
奏
で
、

長
笛
は
清
ら
か
な
音
色
を
響
か
せ
る
。
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第
四
句
「
長
笛
吹
清
氣
」
で
長
笛
の
音
の
清
ら
か
さ
を
言
う
。
こ
れ
は
、
馬
融
「
長
笛
賦
」
序
に
あ
る
「
吹
笛
為
氣
出
精
列
相
和
」

を
踏
ま
え
た
も
の
だ
ろ
う
。

而
為
督
郵
無
留
事
，
獨
臥
郿
平
陽
鄔
中
。
有
雒
客
舍
逆
旅
，
吹
笛
為
氣
出
精
列
相
和
。
融
去
京
師
逾
年
，
蹔
聞
甚
悲
而
樂
之
）
11
（

。

督
郵
と
し
て
各
地
を
巡
り
仕
事
も
済
ま
せ
た
の
で
、
一
人
、
平
陽
と
い
う
砦
の
中
で
横
に
な
っ
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
洛
陽
か
ら
来

た
人
が
宿
に
泊
っ
て
お
り
、
笛
を
吹
い
て
「
気
出
」「
精
列
」
の
相
和
曲
を
演
奏
し
た
。
私
は
洛
陽
を
離
れ
て
一
年
以
上
に
な
る

の
で
、
し
ば
ら
く
聞
い
て
い
る
と
悲
し
み
が
こ
み
上
げ
、
同
時
に
楽
し
み
も
し
た
。

馬
融
「
長
笛
賦
」
序
に
見
え
る
、
近
隣
の
人
が
笛
を
吹
く
の
を
聞
き
、
そ
の
音
色
に
悲
し
み
が
こ
み
上
げ
る
と
い
う
構
造
は
、「
思

旧
賦
」
序
と
同
じ
構
造
で
あ
る
。
漢
代
に
成
立
し
た
「
長
笛
賦
」
の
方
が
先
で
あ
る
た
め
、
向
秀
が
「
思
旧
賦
」
を
書
く
際
に
、
表
現

の
型
と
し
て
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、「
長
笛
吹
清
氣
」
を
主
題
と
し
た
周
弘
讓
「
賦
得
長
笛
吐
清
氣
詩
（
賦
し
て
長
笛
吐
清
氣
を
得
る
詩
）」
と
賀
徹
「
賦
得
長

笛
吐
清
氣
詩
（
賦
し
て
長
笛
吐
清
氣
を
得
る
詩
）」
を
見
る
。
ま
ず
は
、
周
弘
讓
の
前
半
四
句
で
あ
る
。

商
聲
傳
後
出
，

龍
吟
鬱
前
吐
。
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情
斷
山
陽
舍
，

氣
咽
平
陽
塢
。

商
と
い
う
音
階
は
馬
融
「
長
笛
賦
」
が
伝
わ
っ
て
登
場
し
、

長
笛
の
龍
の
鳴
き
声
の
よ
う
な
清
ら
か
な
響
き
は
民
が
怨
み
に
思
う
奢
侈
な
音
で
は
な
い
。

そ
の
響
き
は
向
秀
に
嵆
康
を
悼
ま
せ
る
の
に
足
り
、

馬
融
が
平
陽
塢
で
聞
い
た
よ
う
に
清
ら
か
な
響
き
で
あ
る
。

続
い
て
、
賀
徹
の
前
半
四
句
で
あ
る
。

胡
關
氛
霧
侵
，

羗
笛
吐
清
音
。

韻
切
山
陽
曲
，

聲
悲
隴
上
吟
。

異
民
族
に
対
す
る
北
の
地
で
は
混
乱
が
忍
び
寄
り
、

羌
笛
の
清
ら
か
な
響
き
が
聞
こ
え
て
く
る
。
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向
秀
が
山
陽
で
聞
い
た
笛
の
音
は
痛
切
で
、

楽
府
「
隴
頭
吟
」
は
悲
し
げ
な
響
き
だ
。

両
作
に
見
え
る
「
思
旧
賦
」
は
、
悲
し
げ
で
あ
り
つ
つ
も
、
響
き
の
清
ら
か
さ
を
描
く
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
は
、

笛
の
音
色
の
清
ら
か
さ
を
示
す
典
故
と
し
て
、「
思
旧
賦
」
が
「
長
笛
賦
」
と
と
も
に
引
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
善
哉
行
」
で
は
、

笛
の
音
の
清
ら
か
さ
を
示
す
の
に
引
か
れ
る
の
は
「
長
笛
賦
」
で
あ
っ
た
が
、
周
弘
讓
と
賀
徹
の
作
品
で
は
、「
思
旧
賦
」
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
時
、「
長
笛
賦
」
と
と
も
に
「
思
旧
賦
」
が
笛
を
描
く
代
表
的
な
作
品
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

以
上
の
三
例
は
、
い
ず
れ
も
「
亡
き
友
人
を
悼
む
」
と
い
う
構
造
を
用
い
ず
、「
笛
の
音
の
素
晴
ら
し
さ
」
を
称
え
る
た
め
に
「
思

旧
賦
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
思
旧
賦
」
が
、
笛
の
音
に
よ
っ
て
、
感
情
を
喚
起
さ
れ
た
作
品
と
考
え
れ
ば
、
こ
の
三
例
は
、「
思
旧

賦
」
を
挙
げ
、
そ
こ
に
記
さ
れ
る
感
情
に
よ
っ
て
、
笛
の
音
の
素
晴
ら
し
さ
を
証
立
て
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
六
朝
期
に
見
ら
れ
る
八
例
の
「
思
旧
賦
」
詩
を
見
て
き
た
。
顔
延
之
「
五
君
詠
」「
向
常
侍
」
は
詠
史
詩
と
い
う
性
質
上
、

向
秀
を
描
く
と
い
う
前
提
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
特
定
の
人
物
を
悼
ん
で
は
い
な
い
。
し
か
し
、
最
も
早
く
に
「
思
旧
賦
」
に
言
及
し
た

と
考
え
ら
れ
る
た
め
、「
思
旧
賦
」
典
故
の
端
緒
を
開
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

残
り
の
七
例
で
は
、
半
数
以
上
が
、
詩
題
に
「
傷
」
と
い
う
字
を
用
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
思
旧
賦
」
の
亡
き
友
人
を

悼
む
と
い
う
構
造
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
亡
き
友
人
を
悼
む
」
と
い
う
構
造
を
用
い
た
も
の
の
他
、
三
例
、
馬
融
「
長
笛
賦
」
と
と

も
に
引
か
れ
、「
笛
の
音
の
素
晴
ら
し
さ
」
を
称
え
る
も
の
が
見
ら
れ
た
。
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こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
六
朝
期
に
お
い
て
、
す
で
に
「
思
旧
賦
」
を
典
故
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
定
着
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

だ
ろ
う
。
詩
中
に
お
い
て
「
思
旧
賦
」
が
担
う
意
味
と
し
て
、「
亡
き
友
人
を
悼
む
」、「
笛
の
音
の
素
晴
ら
し
さ
」
と
い
う
二
つ
の
意

味
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
一
つ
の
故
事
を
二
つ
の
視
座
か
ら
眺
め
た
も
の
と
言
え
る
。「
思
旧
賦
」
の
構
造
と
し
て
、「
亡
き
友
人

を
悼
む
」
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
明
確
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
構
造
は
笛
の
音
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
感
情
と
し
て
言
表
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
裏
返
せ
ば
、
向
秀
を
悼
ま
せ
る
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
笛
の
音
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
詩
人
が
、
感
情
と
笛
の
音
の
ど
ち
ら
に

焦
点
を
当
て
る
か
に
よ
っ
て
、「
思
旧
賦
」
の
用
い
ら
れ
方
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

第
二
章　
「
思
旧
賦
」
を
示
す
表
現

前
章
で
は
、
詩
中
に
見
ら
れ
る
「
思
旧
賦
」
の
担
う
意
味
に
注
目
し
た
。
本
章
で
は
、「
思
旧
賦
」
を
用
い
る
際
の
、
そ
の
表
現
に

着
目
し
た
い
。

煩
雑
で
は
あ
る
が
、
前
章
に
て
確
認
し
た
、「
思
旧
賦
」
詩
の
作
者
・
該
当
句
を
今
一
度
挙
げ
る
。

・
劉
宋　

顔
延
之
「
五
君
詠
五
首
」「
向
常
侍
」（
流
連
河
裏
遊
。
惻
愴
山
陽
賦
。）

・
梁　

何
遜　
「
傷
徐
主
簿
」（
客
簫
雖
有
樂
。
鄰
笛
遂
還
傷
。
提
琴
就
阮
籍
。
載
酒
覓
楊
雄
。）
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劉
令
嫺
「
聽
百
舌
」（
淨
寫
山
陽
笛
。
全
作
洛
濱
笙
。）

・
北
周　

庾
信　
「
傷
王
司
徒
褒
」（
唯
有
山
陽
笛
，
淒
余
思
舊
篇
。）

　
　
　
　
「
寄
徐
陵
」（
莫
待
山
陽
路
，
空
聞
吹
笛
悲
。）

・
陳　

周
弘
讓
「
賦
得
長
笛
吐
清
氣
詩
」（
情
斷
山
陽
舍
。
氣
咽
平
陽
塢
。）

　

賀
徹　
「
賦
得
長
笛
吐
清
氣
詩
」（
胡
關
氛
霧
侵
。
羗
笛
吐
清
音
。
韻
切
山
陽
曲
。
聲
悲
隴
上
吟
。）

　

何
胥　
「
傷
章
公
大
將
軍
」（
短
簫
應
出
塞
。
長
笛
反
驚
鄰
。）

右
の
詩
群
を
通
覧
す
れ
ば
、「
思
旧
賦
」
に
言
及
し
た
表
現
が
二
つ
に
大
別
で
き
る
。
一
つ
は
、「
山
陽
」
と
い
う
嵆
康
の
旧
居
が
あ
っ

た
と
さ
れ
る
地
名
に
何
ら
か
の
語
を
足
し
た
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、「
鄰
家
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
笛
」
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
前
者
を
「
山
陽
」
型
、
後
者
を
「
隣
笛
」
型
と
し
て
、
考
察
を
進
め
る
。

前
章
で
分
類
し
た
二
つ
の
意
味
と
、
そ
の
際
の
表
現
に
関
し
て
言
え
ば
、「
笛
の
音
の
素
晴
ら
し
さ
」
と
し
て
用
い
た
も
の
（
劉
令

嫺
・
周
弘
讓
・
賀
徹
）
は
、
す
べ
て
「
山
陽
」
型
で
あ
り
、
そ
の
他
の
「
亡
き
友
人
を
悼
む
」
と
い
う
意
味
で
は
、「
山
陽
」
型
、「
隣
笛
」

型
の
両
者
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
特
定
の
表
現
が
特
定
の
意
味
に
結
び
つ
い
て
は
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、「
思
旧
賦
」
詩
八
首
の
う
ち
、「
山
陽
」
型
が
六
首
を
占
め
て
い
る
の
は
、
何
故
な
の
か
。

「
山
陽
」
は
、
都
・
洛
陽
か
ら
見
て
黄
河
の
対
岸
に
あ
る
孟
津
を
含
む
河
内
郡
に
属
す
る
山
陽
県
を
指
し
、
嵆
康
の
旧
居
が
あ
っ
た

六朝詩における「思旧賦」
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と
さ
れ
る
。
梁
の
庾
肩
吾
（
？
―
五
五
〇
？
）
も
「
賦
得
嵆
叔
夜
（
賦
し
て
嵆
叔
夜
を
得
る
）」
で
次
の
よ
う
に
触
れ
て
い
る
。

廣
陵
餘
故
曲
，

山
陽
有
舊
鄰
。

広
陵
に
は
古
い
曲
を
残
し
、

山
陽
に
は
昔
寓
居
が
有
っ
た
。

こ
の
言
及
か
ら
、
嵆
康
の
旧
居
が
「
山
陽
」
に
有
っ
た
こ
と
は
、
良
く
知
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
詩
中
に
「
山
陽
」
の
二
字
だ
け
が
置
か
れ
た
と
き
に
は
、
字
義
の
通
り
「
山
の
南
側
」
を
示
す
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、「
山

陽
」
は
、
漢
の
献
帝
が
魏
の
文
帝
・
曹
丕
に
よ
っ
て
封
じ
ら
れ
た
地
で
も
あ
り
、
必
ず
し
も
「
山
陽
」
＝
嵆
康
と
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
詩
人
た
ち
は
「
山
陽
」
型
で
は
、「
思
旧
賦
」
を
示
す
「
賦
」
や
、「
思
旧
賦
」
の
内
容
に
関
連
す
る
「
笛
」「
路
」「
舎
」「
曲
」

と
い
っ
た
語
を
加
え
、「
山
陽
」
と
い
う
地
名
を
嵆
康
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
限
定
し
て
用
い
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
「
隣
笛
」
型
は
、「
思
旧
賦
」
序
、
あ
る
い
は
本
文
に
描
か
れ
る
「
鄰
家
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
笛
の
音
」
と
い
う
部

分
を
取
り
上
げ
て
用
い
て
い
る
。

右
に
挙
げ
た
一
覧
を
「
思
旧
賦
」
詩
が
制
作
さ
れ
た
時
期
と
そ
の
表
現
に
注
目
し
て
み
れ
ば
、
梁
代
以
前
に
「
思
旧
賦
」
に
関
す
る

典
故
を
用
い
た
作
品
は
、
顔
延
之
「
五
君
詠
」
の
み
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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顔
延
之
は
「
山
陽
」
型
で
「
思
旧
賦
」
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
顔
延
之
以
後
の
詩
人
は
、「
五
君
詠
」「
向
常
侍
」
の
表
現

を
、「
思
旧
賦
」
に
言
及
す
る
際
の
規
範
と
し
て
見
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
推
測
は
、
前
章
で
見
た
、
向
秀
の

作
品
で
あ
る
「
思
旧
賦
」
を
典
故
と
し
て
用
い
る
の
は
、
顔
延
之
「
五
君
詠
」「
向
常
侍
」
よ
り
先
に
遡
れ
ず
、
顔
延
之
「
五
君
詠
」「
向

常
侍
」
が
「
思
旧
賦
」
詩
の
端
緒
を
開
い
た
と
い
う
考
察
と
矛
盾
し
な
い
。

さ
ら
に
、「
思
旧
賦
」
の
み
で
は
な
く
、「
竹
林
七
賢
」
を
詩
に
詠
う
と
い
う
こ
と
に
範
囲
を
広
げ
れ
ば
、
顔
延
之
が
「
五
君
詠
」
で

用
い
た
表
現
は
、
そ
の
後
多
く
の
詩
人
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
出
せ
る
。

例
え
ば
、
阮
籍
を
詠
っ
た
「
阮
歩
兵
」
の
末
句
で
あ
る
。

物
故
不
可
論
，

途
窮
能
無
慟
。

人
の
善
し
悪
し
を
論
じ
る
こ
と
は
な
い
が
、

た
だ
行
き
詰
ま
っ
て
は
慟
哭
す
る
ば
か
り
だ
。

右
に
見
え
る
「
途
窮
」
は
、
庾
信
や
杜
甫
ら
に
好
ん
で
用
い
ら
れ
て
い
る）
12
（

。

ま
た
、
李
白
は
「
酬
王
補
闕
翼
恵
荘
廟
丞
宋
泚
贈
別
（
王
補
闕
翼
、
恵
荘
廟
丞
の
宋
泚
の
贈
別
に
酬
ゆ
）」
に
お
い
て
、
嵆
康
を
詠
っ
た
「
嵆

中
散
」
の
末
句
を
下
敷
き
と
し
て
句
を
作
っ
て
い
る
。
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「
嵆
中
散
」（
末
句
）

鸞
翮
有
時
鎩
，

龍
性
誰
能
馴
。

鳳
凰
の
よ
う
な
翼
が
時
に
は
傷
つ
こ
う
と
も
、

龍
の
よ
う
な
性
質
は
誰
に
も
飼
い
馴
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
酬
王
補
闕
翼
恵
荘
廟
丞
宋
泚
贈
別
（
王
補
闕
翼
、
恵
荘
廟
丞
の
宋
泚
の
贈
別
に
酬
ゆ
）」（
部
分
）

鸞
翮
我
先
鎩
，

龍
性
君
莫
馴
）
13
（

。

私
の
鳳
凰
の
よ
う
な
翼
は
断
ち
切
ら
れ
た
が
、

君
た
ち
は
龍
の
よ
う
な
性
質
を
飼
い
馴
ら
さ
れ
た
り
し
な
い
で
く
れ
。

さ
ら
に
、
自
身
を
阮
咸
に
仮
託
し
、
次
の
阮
咸
を
詠
っ
た
「
阮
始
平
」
の
冒
頭
に
見
え
る
「
青
雲
器
」
も
好
ん
で
用
い
て
い
る）
14
（

。

仲
容
青
雲
器
，
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實
禀
生
民
秀
。

阮
咸
は
高
潔
な
人
格
で
あ
り
、

真
に
そ
の
天
分
は
人
民
よ
り
秀
で
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
顔
延
之
「
五
君
詠
」
は
、
後
代
の
詩
人
に
、「
竹
林
七
賢
」
を
詠
う
際
の
規
範
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
と
判
断

さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、「
思
旧
賦
」
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
山
陽
」
型
は
、
顔
延
之
以
前
に
は
「
思
旧
賦
」

詩
が
見
ら
れ
ず
、
顔
延
之
の
後
、
梁
代
以
降
に
五
篇
見
ら
れ
、「
五
君
詠
」
が
後
代
の
詩
人
が
参
考
に
す
る
べ
き
規
範
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、「
山
陽
」
型
で
「
思
旧
賦
」
を
示
す
典
故
表
現
は
、
顔
延
之
「
五
君
詠
」「
向
常
侍
」
に
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

そ
れ
で
は
、「
思
旧
賦
」
に
言
及
す
る
際
に
、
な
ぜ
顔
延
之
「
五
君
詠
」「
向
常
侍
」
の
「
山
陽
」
型
が
優
勢
を
誇
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

先
行
す
る
作
品
を
踏
ま
え
る
こ
と
は
、
詩
に
限
ら
ず
、
多
く
の
表
現
形
式
で
採
用
さ
れ
る
技
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
顔
延
之
「
五
君

詠
」「
向
常
侍
」
が
規
範
と
な
っ
た
こ
と
は
、
先
行
す
る
と
い
う
要
因
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
。
以
下
、
推
測
に
よ
る
部
分
を
含

む
が
、
背
景
と
な
る
選
集
編
纂
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
愚
見
を
述
べ
て
み
よ
う
。

本
稿
で
度
々
言
及
し
て
き
て
い
る
顔
延
之
「
五
君
詠
」
が
作
ら
れ
た
の
は
、
顔
延
之
が
生
き
た
劉
宋
期
だ
が
、
そ
の
顔
延
之
の
伝
を

沈
約
が
編
纂
し
た
の
は
、
斉
の
武
帝
の
こ
ろ
（
在
位
四
八
二
―
四
九
三
）
で
あ
り
、
沈
約
は
さ
ら
に
当
時
の
詩
歌
選
集
で
あ
る
『
集
鈔
』

十
巻
を
編
纂
し
て
い
る
。「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
よ
う
に
、
沈
約
は
、「
顔
延
之
伝
」
に
お
い
て
、「
五
君
詠
」
の
い
く
つ
か
の
句
を
、

顔
延
之
自
身
を
仮
託
し
た
も
の
だ
と
言
っ
て
引
用
し
、
さ
ら
に
、「
竹
林
七
賢
」
を
論
究
の
主
題
と
す
る
「
七
賢
論
」
を
撰
し
て
い
る

六朝詩における「思旧賦」
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こ
と
か
ら
考
え
て
、
沈
約
は
「
竹
林
七
賢
」
に
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
抱
い
て
お
り
、
沈
約
の
『
集
鈔
』
十
巻
に
は
、
顔
延
之
「
五
君
詠
」

が
収
録
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
当
時
、
文
壇
の
領
袖
で
あ
っ
た
沈
約
の
編
纂
に
な
る
『
宋
書
』
や
『
集
鈔
』、「
七

賢
論
」
は
、
多
く
の
文
人
の
目
に
触
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、『
文
選
』
に
そ
の
名
を
冠
す
る
昭
明
太
子
・
蕭
統
（
五
〇
一
―
五
三
一
）
は
、「
詠
山
濤
王
戎
詩
二
首
并
序
（
山
濤
王
戎
を
詠
ず
る

詩
二
首
并
序
）」
と
い
う
、「
竹
林
七
賢
」
の
う
ち
顔
延
之
が
詠
わ
な
か
っ
た
山
濤
・
王
戎
の
二
人
を
詠
っ
て
い
る
。
そ
の
詩
序
に
、「
顔

延
之
『
五
君
詠
』
は
山
濤
・
王
戎
の
こ
と
を
詠
わ
な
か
っ
た
の
で
、
私
は
二
人
を
詠
っ
て
み
た
）
15
（

」
と
言
い
、
顔
延
之
を
意
識
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
昭
明
太
子
・
蕭
統
『
文
選
』
に
は
、
向
秀
「
思
旧
賦
」
は
も
ち
ろ
ん
、
顔
延
之
「
五
君
詠
」
も
録
さ
れ
て
い
る
。『
文
選
』

の
編
纂
過
程
に
つ
い
て
の
推
定
と
し
て
、
岡
村
繁
氏
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
従
来
あ
ま
り
研
究
者
に
か
か
る
優
れ
た
先
行
選
集
（
引
用
者
注
：
沈
約
『
集
鈔
』
十
巻
な
ど
）
が

存
在
す
る
以
上
、
や
が
て
後
年
『
文
選
』
が
編
纂
さ
れ
る
際
、
こ
の
編
纂
事
業
は
、
従
来
わ
れ
わ
れ
が
闇
雲
に
想
像
し
て
い
た
ほ

ど
に
編
纂
者
た
ち
の
多
大
な
労
苦
を
必
要
と
す
る
大
事
業
で
は
な
く
、
実
は
、
作
品
選
択
に
し
て
も
文
体
分
類
に
し
て
も
、
そ
の

膳
立
て
は
殆
ど
既
成
の
諸
選
集
に
よ
っ
て
完
了
し
て
お
り
、
編
纂
者
は
、
そ
う
し
た
諸
選
集
の
上
に
乗
っ
か
っ
て
、
適
宜
そ
こ
か

ら
め
ぼ
し
い
作
品
を
採
択
し
て
ゆ
け
ば
、
そ
れ
で
大
部
分
は
処
理
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
『
文
選
』
は
、
そ
の

大
部
分
が
、
元
来
の
詩
文
作
品
群
か
ら
直
接
採
録
し
た
第
一
次
的
選
集
で
は
な
く
、
既
成
の
選
集
の
中
か
ら
さ
ら
に
然
る
べ
き
作

品
を
選
擢
し
た
、
い
わ
ば
第
二
次
的
選
集
で
あ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る）
16
（

。
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右
の
岡
村
氏
の
述
べ
る
説
は
、
興
膳
宏
氏
の
指
摘
す
る
通
り
、「
必
ず
し
も
『
文
選
』
は
既
成
の
よ
り
大
き
な
選
集
に
も
と
づ
い
た

『
第
二
次
的
選
集
』
で
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
が
、
ま
た
そ
う
で
あ
っ
た
と
断
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
」
が
、
興
膳
氏
も
、「『
隋

志
』
に
著
録
さ
れ
る
よ
う
な
歴
代
の
選
集
に
よ
っ
て
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
編
纂
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
、
改
良
さ
れ
な
が
ら
、
最
終
的
に

『
文
選
』
と
い
う
成
果
に
結
実
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
）
17
（

」
と
、『
文
選
』
と
他
の
選
集
と
の
関
連
は
否
定
し
て
い
な
い
。

沈
約
・
蕭
統
が
、「
竹
林
七
賢
」
に
関
心
を
抱
い
た
こ
と
は
確
か
で
は
あ
る
が
、
当
時
編
纂
さ
れ
た
す
べ
て
の
選
集
に
「
五
君
詠
」

が
採
録
さ
れ
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
東
晋
以
降
、
様
々
な
表
現
形
式
で
「
竹
林
七
賢
」
は
言
及
さ
れ
て
き
て
お
り
、「
竹

林
七
賢
」
に
対
す
る
関
心
も
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
あ
れ
ば
、『
文
選
』
以
前
の
選
集
に
お
い
て
も
、
顔
延
之
「
五
君
詠
」
が

採
録
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
当
時
の
文
人
に
良
く
知
ら
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
と
考
え
て
も
問
題
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
興
膳

氏
の
「
あ
る
領
域
に
お
い
て
一
つ
の
典
型
が
確
立
す
る
と
、
そ
の
権
威
は
絶
対
の
も
の
と
な
っ
て
、
そ
れ
ま
で
に
大
な
り
小
な
り
の
影

響
力
を
発
揮
し
た
書
は
、
急
速
に
存
在
感
を
喪
失
し
て
ゆ
く
例
を
、
私
た
ち
は
す
で
に
中
国
の
学
術
文
化
史
の
上
で
少
な
か
ら
ず
見
て

き
た
。
…
中
略
…
『
文
選
』
の
場
合
も
お
そ
ら
く
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
）
18
（

」
と
い
う
見
方
に
従
え
ば
、「
五
君
詠
」
の
普
及
・

規
範
化
に
『
文
選
』
が
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

梁
代
以
後
の
「
思
旧
賦
」
詩
を
作
っ
た
詩
人
の
生
没
年
で
は
、
何
遜
が
最
も
早
く
、
四
六
七
？
―
五
一
八
？
で
あ
る
。『
文
選
』
の

成
書
が
い
つ
な
の
か
は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
蕭
統
の
在
世
中
（
五
〇
一
―
五
三
一
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
遜
は
『
文
選
』

を
目
に
し
て
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
時
期
的
に
、
そ
の
次
に
位
置
す
る
劉
令
嫺
は
、
生
没
年
不
詳
だ
が
、『
文
選
』
編
纂
に
関
わ
っ
た

と
さ
れ
る
劉
孝
綽
の
妹
で
あ
る
た
め
、
お
そ
ら
く
、『
文
選
』
を
目
に
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
後
の
詩
人
も
目
に

し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

六朝詩における「思旧賦」
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顔
延
之
、
何
遜
以
後
の
詩
人
は
、
何
胥
を
除
い
て
、
す
べ
て
「
山
陽
」
型
で
「
思
旧
賦
」
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
文
選
』

以
前
の
選
集
や
『
文
選
』
に
よ
っ
て
、「
五
君
詠
」
は
「
竹
林
七
賢
」
を
詠
っ
た
作
品
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
詩

人
が
「
竹
林
七
賢
」
を
詠
う
際
の
規
範
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
笛
を
描
い
た
詩
の
考
察
の
一
つ
と
し
て
、
向
秀
「
思
旧
賦
」
を
典
故
と
し
て
用
い
た
「
思
旧
賦
」
詩
を
考
察
し
た
。
第

一
章
に
て
考
察
し
た
詩
群
を
見
れ
ば
、
唐
代
に
は
、
ま
と
ま
っ
た
量
の
「
思
旧
賦
」
詩
が
あ
る
が
、
す
で
に
六
朝
期
の
作
品
に
お
い
て
、

「
思
旧
賦
」
を
典
故
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
、
確
立
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
表
現
は
、
顔
延
之
「
五

君
詠
」「
向
常
侍
」
の
表
現
「
山
陽
賦
」
を
規
範
と
し
た
「
山
陽
」
型
が
多
勢
を
占
め
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、「
五
君
詠
」
が
後
代

の
詩
人
に
「
竹
林
七
賢
」
を
詠
う
際
の
規
範
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
六
朝
期
の
選
集
編
纂
に
関
す
る
先

行
研
究
か
ら
、「
五
君
詠
」
の
普
及
・
規
範
化
に
は
、
当
時
の
選
集
編
纂
が
大
き
く
影
響
し
た
と
推
測
し
た
。

唐
代
に
入
る
と
、「
思
旧
賦
」
に
言
及
す
る
際
の
表
現
と
し
て
、「
山
陽
」
型
よ
り
も
「
隣
笛
」
型
の
量
が
増
加
す
る
が
、
こ
の
点
に

関
し
て
は
、
別
稿
に
て
考
察
を
加
え
た
い
。
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注
（
1
）
『
文
選
』（
成
都
、
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
七
月
、
第
一
版
）、
二
二
九
頁
。

（
2
）
六
朝
期
の
詩
の
引
用
に
は
、
す
べ
て
逯
欽
立
輯
校
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』（
北
京
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
一
月
、
第
一
版
北
京
第

五
次
印
刷
）
を
使
用
す
る
。

（
3
）
当
然
、
現
在
伝
わ
る
詩
の
み
が
、
諸
詩
人
の
作
品
す
べ
て
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
本
稿
は
、
現
存
す
る
作
品
に
よ
る
考
察
と
い
う
限
定
的
な

考
察
と
な
る
。

（
4
）
前
掲
『
文
選
』、
二
二
九
頁
。

（
5
）
原
文
「
出
為
永
嘉
太
守
，
延
年
甚
怨
憤
，
乃
作
五
君
詠
」（『
宋
書
』、
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
、
第
一
版
、
一
八
九
三
頁
）。

（
6
）
原
文
「
作
五
君
詠
以
述
竹
林
七
賢
，
山
濤
王
戎
以
貴
顯
被
黜
」（
前
掲
『
宋
書
』、
一
八
九
三
頁
）。

（
7
）
『
宋
書
』
に
「
詠
嵇
康
曰
：「
鸞
翮
有
時
鎩
，
龍
性
誰
能
馴
。」
詠
阮
籍
曰
：「
物
故
可
不
論
，
塗
窮
能
無
慟
。」
詠
阮
咸
曰
：「
屢
薦
不
入
官
，

一
麾
乃
出
守
。」
詠
劉
伶
曰
：「
韜
精
日
沉
飲
，
誰
知
非
荒
宴
。」
此
四
句
，
蓋
自
序
也
。」（
前
掲
『
宋
書
』、
一
八
九
三
頁
）
と
あ
る
。

（
8
）
題
下
注
に
「
詩
紀
云
。
章
字
上
疑
有
闕
文
」
と
あ
る
。

（
9
）
原
文
「
王
子
喬
者
，
周
靈
王
太
子
晉
也
。
好
吹
笙
，
作
鳳
凰
鳴
。
遊
伊
洛
之
閒
。
道
士
浮
邱
公
，
接
以
上
嵩
高
山
。
三
十
餘
年
後
，
求
之
於

山
上
，
見
桓
良
曰
，
告
我
家
，
七
月
七
日
，
待
我
於
緱
氏
山
巓
。
至
時
，
果
乘
白
鶴
駐
山
頭
。
望
之
不
得
到
。
擧
手
謝
時
人
，
數
日
而
去
。」（『
列

仙
伝
』）。

（
10
）
こ
の
詩
が
夫
の
死
を
含
意
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
現
段
階
で
は
わ
か
ら
な
い
。
本
稿
で
は
、
ひ
と
ま
ず
、
夫
の
死
を
含
意
し
て
い
な
い
と

し
て
お
く
が
、
別
稿
に
て
更
な
る
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
11
）
前
掲
『
文
選
』、
三
六
七
頁
。

（
12
）
阮
籍
の
行
き
詰
ま
り
を
表
現
し
た
「
途
窮
」
も
、「
五
君
詠
」
に
始
ま
り
、
そ
の
後
、
杜
甫
ら
に
好
ん
で
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
後
藤
秋
正

氏
「『
窮
途
』
補
記
：
詩
語
の
イ
メ
ー
ジ
」（『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
人
文
科
学
・
社
会
科
学
編
、
五
三
巻
一
号
、
二
〇
〇
二
年
九
月
、

二
七
〜
四
二
頁
）
に
指
摘
が
あ
り
、
拙
稿
「
杜
甫
の
『
竹
林
七
賢
』
観
」（『
人
文
研
紀
要
』
第
七
七
号
、
二
〇
一
三
年
、
二
九
〜
七
五
頁
）
に

て
、
後
藤
氏
の
指
摘
に
基
づ
き
杜
甫
詩
を
分
析
し
た
。

（
13
）
瞿
蛻
園
、
朱
金
城
校
注
『
李
白
集
校
注
』
上
下
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
七
月
第
一
版
第
一
次
印
刷
）、
下
、
一
一
一
七
頁
。

六朝詩における「思旧賦」
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（
14
）
以
上
の
李
白
の
「
竹
林
七
賢
」
に
言
及
し
た
詩
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
李
白
の
『
竹
林
七
賢
』
観
」（『
大
学
院
研
究
年
報
』（
文
学
研
究
科
篇
）

第
四
三
号
、
二
〇
一
四
年
二
月
、
一
〇
一
九
〜
一
〇
三
九
頁
）
に
て
考
察
し
た
。

（
15
）
蕭
統
『
昭
明
太
子
集
』
巻
一
「
詠
山
濤
王
戎
詩
二
首
」、
詩
序
の
原
文
は
「
顔
生
五
君
詠
，
不
取
山
濤
王
戎
。
余
聊
詠
之
焉
」（『
四
庫
全
書
』

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
〇
六
三
冊
、
一
九
八
七
年
八
月
、
第
一
版
、
六
五
一
〜
六
五
二
頁
）。

（
16
）
岡
村
繁
著
『
文
選
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
四
月
）。

（
17
）
興
膳
宏
著
『
中
国
文
学
理
論
の
展
開
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
三
月
）。

（
18
）
前
掲
『
中
国
文
学
理
論
の
展
開
』。
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